








要  約:全国の国立療養所など 7 つの病院に慢性疾患のため入院している中学生 113 名を

対象に、入院児の病気やストレス事態に対するコーピング、ストレス反応、Health Locus of

Control に及ぼすセルフエフィカシーの効果の検討を行った。

  その結果、セルフエフィカシーの高い群は、低い群と比較して、病気やストレス事態に

おいてコーピングでは、積極的対処を有意に多く用い、ストレス事態においてすぐにはあ

きらめない傾向あることが示され、自覚されたストレス反応が低いことが認められた。ま

た、Health Locus of Control では、自分の健康に対して、内的統制力の強い傾向にある

ことが明らかにされた。すなわち、セルフエフィカシーの高い群の方がストレス事態に積

極的に対処する方法をとり、ストレス反応が低かった。そして、自分の健康に対して自主

的に努力していこうとする意識が強く自己管理しやすい傾向にあることが示された。病気

をもつ子供の病気に対する自己管理など自立を促し、彼らの健全育成を図っていく過程に

おいて、セルフエフィカシーを高めていくことは重要な指導法の一つである。


